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『
小
学
読
本
』
の
挿
絵
に
関
す
る
一
考
察
―
―
「
人
形
」
モ
テ
ィ
ー
フ
の
変
化
を
中
心
に
―
― 

 

吉
良 

智
子 

  

は
じ
め
に 

 

今
日
『
小
学
読
本
』
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
は
じ
め
て
作
成
さ
れ
た
国
語
の
教
科
書

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
明
治
六
年
に
初
版
が
、
翌
年
に
は
早
く
も
改
正
版
が
出
さ
れ
、

近
代
化
を
推
進
し
た
明
治
政
府
の
教
育
に
お
け
る
急
速
な
対
応
ぶ
り
は
、
そ
れ
が
近
代
国

民
国
家
の
根
幹
に
関
わ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。 

す
で
に
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
『
小
学
読
本
』
に
関
す
る
教
育
史
・
社
会
史
的

研
究
が
進
展
し
て
お
り
、
そ
の
歴
史
や
各
地
域
へ
の
伝
播
状
況
、
子
ど
も
へ
の
教
育
的
効

果
や
影
響
な
ど
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。 

古
田
東
朔
に
よ
る
『
小
学
読
本
便
覧 

第
一
巻
』
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
八
年
）
や

望
月
久
貴
『
明
治
初
期
国
語
教
育
の
研
究
』
（
渓
水
社
、
二
〇
〇
七
年
）
、
府
川
源
一
郎

『
明
治
初
等
国
語
教
科
書
と
子
ど
も
読
み
物
に
関
す
る
研
究 

リ
テ
ラ
シ
ー
形
成
メ
デ
ィ

ア
の
教
育
文
化
史
』
（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
に
よ
り
、
『
小
学
読
本
』
の

歴
史
や
国
語
教
育
史
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
す
で
に
言
及
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
『
小
学
読
本
』
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
使
用
さ

れ
て
い
た
教
科
書
、M
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（
以
下
、『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
と
す
る
。
）

を
翻
訳
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、完
全
な
訳
書
で
は
な
く
、日
本
に
導
入
す
る
に
あ
た
り
、

改
編
や
追
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
小
学
読
本
』
は
い
く
つ
か
の
改
訂
版
や
『
ウ

ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
に
基
づ
か
な
い
類
似
教
本
、
文
部
省
で
発
行
さ
れ
た
『
小
学
読

本
』
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
各
地
方
の
風
土
や
風
習
に
合
わ
せ
た
ロ
ー
カ
ル
な
教
本
な

ど
の
存
在
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る

（
１
）

。 

し
か
し
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
導
入
し
た
『
小
学
読
本
』

に
関
す
る
論
考
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
は
、
子
ど
も
が
国
語

と
し
て
の
英
語
構
文
を
よ
り
よ
く
把
握
で
き
る
よ
う
、
彼
ら
の
生
活
実
態
に
即
し
た
、
日

常
的
な
場
面
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
西
欧
近
代
社
会
に
お
け
る
男
女
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
差
異
が
如
実
に
表
わ
れ
て
い
る
。
国
語
以
外
の
教
科
書
に
目
を
向
け
れ
ば
、
教
科

書
は
た
し
か
に
子
ど
も
に
対
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
に
基
づ
い
た
教
育
を
行
な
っ
て
い
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
２
）

。 

『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
が
『
小
学
読
本
』
と
し
て
翻
訳
さ
れ
た
際
、
日
本
の
社

会
的
・
文
化
的
状
況
に
合
わ
せ
て
細
か
い
改
編
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
改
編
は
子
ど

も
の
文
章
理
解
を
助
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
挿
図
に
も
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
改
正
版

は
、
初
版
の
わ
ず
か
一
年
後
の
刊
行
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
章
ば
か
り
か
挿
図
も

か
な
り
変
化
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
西
欧
近
代
社
会
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
新
し
い
価
値
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観
、
す
な
わ
ち
近
代
社
会
の
基
盤
を
な
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
の
初
等
教
育
に
お
け
る
導
入

の
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

本
論
文
で
は
、
そ
の
な
か
か
ら
、
①
文
部
省
編
纂
、
師
範
学
校
彫
刻
『
小
学
読
本
』
（
明

治
六
年
三
月
）
と
②
師
範
学
校
編
纂
、
文
部
省
刊
行
『
小
学
読
本
』
（
明
治
七
年
八
月
改

正
）
、
そ
し
て
③
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
の
三
つ
の
教
本
を
比
較
す
る
。
①
と
②

は
、
ど
ち
ら
も
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
を
翻
訳
し
た
教
本
で
あ
り
、
刊
行
年
の
異

な
る
二
冊
、
つ
ま
り
、
典
拠
と
な
る
③
と
の
比
較
を
行
な
い
つ
つ
、
初
版
と
改
訂
版
の
相

違
を
見
る
こ
と
で
、
よ
り
綿
密
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
み
た
近
代
的
教
育
の
な
か
の

子
ど
も
観
―
本
論
文
に
お
い
て
は
主
に
女
児
―
を
探
っ
て
い
き
た
い
。 

そ
こ
で
、
ま
ず
先
行
研
究
に
よ
り
つ
つ
『
小
学
読
本
』
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
。
次
に

『
小
学
読
本
』
の
初
版
と
改
正
版
と
を
文
章
の
絵
画
化
の
際
の
場
面
選
択
、
モ
テ
ィ
ー
フ

の
変
化
と
い
う
視
点
か
ら
比
較
す
る
。
そ
の
際
に
、
と
り
わ
け
着
目
し
た
い
モ
テ
ィ
ー
フ

が
、
「
人
形
」
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
元
と
な
っ
た
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ

ー
』
は
子
ど
も
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
内
容
、
た
と
え
ば
遊
戯
や
家
庭
に
関
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
採
用
し
て
い
る
。
人
形
は
女
児
向
け
の
玩
具
と
し
て
頻
繁
に

登
場
し
、
男
児
向
け
玩
具
と
の
積
極
的
な
差
異
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

前
近
代
の
日
本
に
お
い
て
人
形
は
、
女
児
の
み
に
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
明
治
初
期
の

西
欧
近
代
社
会
と
日
本
の
間
に
は
、
人
形
を
め
ぐ
る
認
識
の
相
違
が
横
た
わ
っ
て
い
る

（
３
）

。

し
た
が
っ
て
、
人
形
モ
テ
ィ
ー
フ
に
特
別
の
関
心
を
払
い
つ
つ
、
明
治
初
期
の
国
語
教
科

書
が
果
た
し
た
役
割
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
い
。 

  

一 

『
小
学
読
本
』
と
近
代
的
教
育 

 

1 

近
代
的
教
育
と
学
制

（
４
） 

 

文
部
省
は
、
最
初
の
課
題
と
し
て
欧
米
の
教
育
制
度
を
研
究
し
、
そ
れ
ら
を
模
範
と
し

て
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
「
学
制
」
を
公
布
し
た
。
学
制
は
近
代
教
育
制
度
に
関

す
る
最
初
の
法
令
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
理
念
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
国
民
は
組
織
的
な

教
育
機
関
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
小
学
校
に
は
「
す
べ
て
の

子
ど
も
が
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
近
代
学
校
制
度
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
寺
子
屋
か
ら
近
代
学
校
制
度
へ
の
改
革
を
す
る
に

あ
た
り
、
教
材
や
教
授
法
も
そ
れ
に
即
し
た
内
容
が
検
討
さ
れ
た
。
文
部
省
は
同
年
、「
小

学
教
則
」
を
公
布
し
、
小
学
校
に
お
け
る
教
科
や
教
授
法
に
関
す
る
基
本
方
針
を
示
し
た

が
、
寺
子
屋
か
ら
改
造
さ
れ
た
ば
か
り
の
小
学
校
に
は
実
施
で
き
な
い
内
容
だ
っ
た
。
そ

こ
で
、
直
轄
の
東
京
師
範
学
校
に
お
い
て
新
し
い
小
学
教
則
を
編
成
さ
せ
た
。
新
し
い
小

学
教
則
で
は
、
寺
子
屋
に
お
け
る
教
育
を
踏
襲
し
た
上
で
、
読
物
・
算
術
・
習
字
・
書
取
・

作
文
・
問
答
・
復
読
・
体
操
の
八
教
科
が
編
成
さ
れ
た
。 

 

教
科
書
に
関
し
て
は
、
後
の
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
国
定
教
科
書
の
よ
う
な
統
一
さ
れ
た

教
科
書
は
ま
だ
な
く
、
文
科
省
は
明
治
五
年
の
「
小
学
教
則
」
で
は
教
科
書
と
し
て
使
用

す
る
書
籍
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
小
学
校
教
科
書
と
し
て
編
集
出
版
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、一
般
書
を
一
時
的
に
教
科
書
と
し
て
指
示
し
た
も
の
だ
っ
た
。そ
の
た
め
、

文
科
省
は
教
科
書
の
編
纂
を
急
い
だ
。
明
治
六
年
、
文
部
省
お
よ
び
東
京
師
範
学
校
で
編

集
出
版
さ
れ
た
教
科
書
は
、
順
次
各
府
県
で
翻
刻
さ
れ
、
全
国
に
普
及
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。 
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２ 

『
小
学
読
本
』
に
つ
い
て 

今
回
使
用
す
る
明
治
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
田
中
義
廉
編
『
小
学
読
本
』
は
、
八
教
科
の

う
ち
、
「
読
物
」
の
授
業
の
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
今
日
で
は
明
治
初
期
に
使
用

さ
れ
た
国
語
教
科
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
翌
明
治
七
年
に
は
、
那
珂
通
高
が

校
正
し
改
正
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
当
時
最
も
普
及
し
た
国
語
の
教
科
書
と
な
っ
た
。
明

治
十
年
代
に
復
古
主
義
の
機
運
が
高
ま
り
、
外
国
書
を
翻
訳
し
た
教
科
書
は
適
さ
な
く
な

り
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
に
学
制
が
廃
止
、
同
時
に
「
教
育
令
」
が
公
布
さ
れ
た

際
に
、
『
小
学
読
本
』
も
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
以
降
も
全
国
の
小
学

校
で
使
用
さ
れ
続
け
、
明
治
二
十
年
代
に
入
り
よ
う
や
く
新
し
い
読
本
が
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た

（
５
）

。 

『
小
学
読
本
』
は
、
巻
一
（
巻
之
一
）
か
ら
巻
四
（
巻
之
四
）
か
ら
な
る
全
四
冊
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
巻
一
と
巻
二
は
、
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
の
翻
訳

と
な
っ
て
い
る
。
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
は
全
六
巻
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
田
中

はT
h
e F

irst R
ea

d
er

とT
h
e S

eco
n
d
 R

ea
d
er

を
翻
訳
し
た
。
こ
れ
ら
の
リ
ー
ダ
ー
は
、

道
徳
や
社
会
規
範
な
ど
の
学
習
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
翻
訳
す
る
に
あ
た
り
、
明

治
初
期
の
日
本
に
会
わ
せ
て
、
受
容
と
排
除
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ド
ゥ
ト
カ
・
マ
ウ
ゴ

ジ
ャ
ー
タ
氏
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
姿
勢
に
着
目
し
、
田
中
に
よ
る
『
小
学

読
本
』
が
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
の
論
理
を
お
お
む
ね
受
容
し
な
が
ら
も
、
そ
の

解
釈
の
範
囲
を
広
げ
、
前
近
代
か
ら
地
続
き
の
日
本
的
な
要
素
、
つ
ま
り
儒
教
的
解
釈
を

加
え
る
こ
と
で
、
幅
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
か
つ
近
代
国
民
国
家
と
し
て
の
国
民
文
化
を

創
出
し
え
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

（
６
）

。 

だ
が
、
勤
勉
を
重
じ
る
立
身
出
世
主
義
は
男
児
の
み
に
適
応
さ
れ
た
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
で

あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
男
女
共
通
の
教
科
書
で
あ
っ
た
『
小
学
読
本
』
で
は
、
明
治
初
期
の
女
児
に
向
け

て
い
か
な
る
将
来
の
選
択
肢
を
用
意
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

  

二 

『
小
学
読
本
』
の
人
形
に
関
す
る
図
像
の
分
析 

１ 

描
か
れ
た
子
ど
も
の
遊
戯 

『
ウ
ィ
ル
ソ
ン･

リ
ー
ダ
ー
』
に
は
、
子
ど
も
の
遊
戯
に
関
す
る
記
述
は
多
い
。
代
表
的

な
も
の
に
は
、
凧
揚
げ
、
野
球
な
ど
が
あ
る
が
、
比
較
的
多
く
登
場
す
る
の
は
、
「
人
形

遊
び
」
と
「
輪
廻
し
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
襲
し
て
『
小
学
読
本
』
に
も
人
形
遊
び
と
輪

回
し
の
挿
図
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
輪
廻
し
は
、
江
戸
時
代
で
は
「
た
が
回
し
」
と
呼
ば

れ
た
子
ど
も
の
遊
び
と
し
て
定
着
し
て
い
た

（
７
）

。
輪
廻
し
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
少
な

く
と
も
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン･

リ
ー
ダ
ー
』
に
は
女
児
に
輪
を
持
た
せ
た
図
版
も
あ
り
、
必
ず
し

も
男
児
限
定
の
遊
戯
と
し
て
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
人
形
や
そ
の
遊
び
方
に

関
わ
る
記
述
や
挿
図
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
こ
か
ら
は
、
人
形
に
関
す
る
記
述
と
挿
図
に
つ
い
て
、『
ウ
ィ
ル
ソ
ン･

リ
ー
ダ
ー
』
、

『
小
学
読
本
』
の
初
版
と
改
訂
版
の
三
書
籍
を
比
較
し
つ
つ
、
明
治
初
期
に
お
い
て
近
代

的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
を
い
か
に
受
容
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン･

リ
ー
ダ
ー
』

に
お
い
て
、
人
形
に
関
す
る
記
述
と
挿
図
が
、
ペ
ア
で
登
場
す
る
箇
所
は
三
箇
所
あ
る
。

そ
れ
ら
は
す
べ
て
『
小
学
読
本
』
で
も
初
版
、
改
訂
版
と
も
に
、
改
編
を
施
さ
れ
た
上
で

採
用
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
、
タ
イ
ト
ル
を
（
女
児
と
人
形
）
、
（
玩
具
店
）
、
（
女
児
と

男
児
）
と
名
づ
け
、
図
像
と
と
も
に
記
述
に
つ
い
て
も
、
『
小
学
読
本
』
に
記
載
さ
れ
る
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に
あ
た
り
、
い
か
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
か
、
い
か
な
る
改
編
が
加
え
ら
れ
て
い
る
か
に
着

目
し
な
が
ら
分
析
す
る
。
ま
た
、
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン･

リ
ー
ダ
ー
』
の
日
本
語
訳
は
す
べ
て
筆

者
に
よ
る
。 

 

２ 

（
女
児
と
人
形
）
に
お
け
る
翻
訳
と
改
編 

   

『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
に
お
い
て
、
（
女
児
と
人
形
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

A
n
n
 h

as a n
ice d

o
ll, an

d
 sh

e h
as a h

o
o
p
, to

o
. W

o
u
ld

 y
o
u
 lik

e a h
o
o
p
 an

d
 a 

d
o
ll? 

 

  
 
 

W
o
u
ld

 y
o
u
 tak

e g
o
o
d
 care o

f a d
o
ll? 

 

 
 
 

C
o
u
ld

 y
o
u
 ro

ll th
e h

o
o
p
? C

o
u
ld

 y
o
u
 m

ak
e it g

o
 fast? W

o
u
ld

 it g
o
 as fast as y

o
u
 

co
u
ld

 g
o
? 

  
 
 

A
n
n
 h

as a stick
 to

 m
ak

e h
er h

o
o
p
 g

o
. C

o
u
ld

 y
o
u
 ro

ll y
o
u
r h

o
o
p
 w

ith
 a stick

? 

  
 
 

A
n
n
 m

ak
es h

er h
o
o
p
 g

o
 fast, an

d
 sh

e m
u
st ru

n
 fast to

 k
eep

 u
p
 w

ith
 it. 

（
ア
ン
は
良
い
人
形
を
持
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
は
輪
も
持
っ
て
い
ま
す
。
輪
と
人

形
は
い
か
が
で
す
か
。 

 
 
 
 

あ
な
た
は
人
形
の
世
話
は
し
ま
す
か
。 

 
 
 
 

あ
な
た
は
輪
を
廻
せ
ま
す
か
。
速
く
廻
せ
ま
す
か
。
で
き
る
だ
け
速
く
廻
せ
ま

す
か
。 

 
 
 
 

ア
ン
は
輪
を
廻
す
為
の
棒
を
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
棒
を
使
っ
て
輪
を
廻

せ
ま
す
か
。 

 
 
 
 

ア
ン
は
輪
を
速
く
廻
し
ま
す
。
彼
女
は
輪
に
追
い
つ
く
た
め
に
速
く
走
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
） 

 

挿
図
で
は
、
白
人
の
女
児
が
室
内
で
輪
廻
し
の
輪
を
右
手
で
持
ち
、
左
手
で
は
、
オ
ッ

ト
マ
ン
に
座
ら
せ
た
人
形
の
右
手
を
握
っ
て
い
る
【
図
１
】
。
図
像
上
は
輪
と
人
形
は
女

児
に
と
っ
て
並
列
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
本
文
に
お
い
て
も
輪
と
人
形
は
、
ど
ち
ら
も
等
し

く
玩
具
で
あ
り
、
こ
の
項
目
に
関
す
る
限
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

一
方
『
小
学
読
本
』
初
版
で
は
、
翻
訳
を
す
る
際
に
次
の
よ
う
に
や
や
改
編
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。 

 

此
の
子
は
、
愛
ら
し
き
人
形
と
、
輪
を
持
て
り
、
○
汝
は
輪
と
、
人
形
を
好
む
や
、

○
汝
は
、
人
形
を
、
大
切
に
弄
ぶ
や
、
○
汝
は
、
人
形
を
、
舞
し
得
る
や
、
○
此
女

子
は
、
輪
を
廻
は
す
為
に
、
棒
を
持
て
り
、
○
輪
を
速
う
に
廻
は
す
に
は
、
速
う
に
、

走
ら
ざ
る
を
得
ず 

 

 

お
そ
ら
く
「
舞
（
は
）
す
」
と
「
廻
は
す
」
を
懸
け
る
こ
と
で
、
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン･

リ
ー

ダ
ー
』が
本
来
備
え
て
い
た
音
読
す
る
際
の
リ
ズ
ム
を
重
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。だ
が
、

そ
れ
に
よ
り
、
「
人
形
の
世
話
」
と
い
う
近
代
に
お
い
て
女
児
が
学
ぶ
べ
き
ケ
ア
役
割
が

削
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
良
い
人
形
」
は
「
愛
ら
し
き
人
形
」
と
い
う
訳
が
与
え
ら

れ
、
良
い
人
形
、
す
な
わ
ち
女
児
が
愛
着
を
持
て
る
よ
う
な
人
形
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
挿
図
は
、
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
を
備
え
た
洋
室
で
は
あ
る
も
の
の
、
白
人
の
女
児

は
着
物
を
着
た
日
本
の
女
児
に
変
更
さ
れ
て
い
る
【
図
２
】
。
日
本
の
子
ど
も
に
と
っ
て
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な
じ
み
の
あ
る
表
現
が
目
指
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 
次
に
改
訂
版
を
確
認
す
る
と
、
さ
ら
な
る
改
編
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
此
女
子
は
、
愛
す
べ
き
人
形
を
、
持
て
り
、
こ
れ
等
は
、
遊
ぶ
に
宜
し
き
、
具
な

り
、
必
大
切
に
、
弄
ぶ
へ
し
、
○
人
形
を
、
舞
は
す
と
き
に
は
、
静
に
、
動
か
し
て
、

毀
る
べ
か
ら
ず
、 

 
 

 

挿
図
で
は
、
背
景
と
輪
が
消
さ
れ
人
形
と
女
児
だ
け
が
描
か
れ
て
い
る
【
図
３
】
。
文

章
に
関
し
て
言
え
ば
、
「
愛
ら
し
き
人
形
」
は
「
愛
す
べ
き
人
形
」
に
変
化
し
、
ま
た
「
大

切
に
」
「
毀
る
べ
か
ら
ず
」
な
ど
、
人
形
の
扱
い
に
関
す
る
表
現
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
改
編
に
関
し
て
、
増
淵
宗
一
氏
に
よ
る
研
究
で
は
、
女
児
に
と
っ
て
人
形
と
は
愛
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
り
、
女
児
と
人
形
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
描
か

れ
る
こ
と
で
、よ
り
深
く
女
児
と
人
形
と
の
関
係
性
が
強
化
さ
れ
た
と
分
析
さ
れ
て
い
る

（
８
）

。 

 

翻
訳
さ
れ
る
際
に
重
視
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
人
形
と
女
児
の
分
か
ち
が
た
い
結
び
つ

き
で
あ
り
、
そ
れ
は
改
訂
版
を
経
て
よ
り
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
一
方

で
、
人
形
の
世
話
に
関
す
る
表
現
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
近
代
国
民
国
家
に
お
け
る
女
性

の
ケ
ア
役
割
に
対
す
る
関
心
の
低
さ
は
特
筆
に
価
し
よ
う
。 

 

３ 

（
玩
具
店
）
に
お
け
る
翻
訳
と
改
編 

 

『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
で
は
、
玩
具
店
に
買
い
物
に
訪
れ
た
お
ば
と
姪
の
会
話

と
し
て
（
玩
具
店
）
を
描
写
し
て
い
る
。 

 

Jan
e h

as g
o
n
e w

ith
 h

er au
n
t to

 a to
y
 sh

o
p
, to

 b
u
y
 so

m
e to

y
s. D

o
 y

o
u
 see th

e to
y
s 

in
 th

e sh
o
p
? 

  
 

Jan
e ask

s h
er au

n
t to

 b
u
y
 a d

o
ll fo

r h
er. S

h
e say

s, A
n
n
 h

as a d
o
ll. D

o
 y

o
u
 see 

Jan
e p

o
in

t to
 th

e d
o
lls o

n
 th

e sh
elf? 

  
 

Is n
o
t Jan

e to
o
 o

ld
 to

 p
lay

 w
ith

 d
o
lls? Jan

e, w
h
ich

 w
o
u
ld

 y
o
u
 lik

e to
 h

av
e m

e 

g
et; a d

o
ll o

r a h
o
o
p
? 

  
 

Jan
e say

s sh
e w

o
u
ld

 lik
e b

o
th

. Jan
e lik

es to
 h

av
e all th

e to
y
s sh

e can
 g

et. 

  
 

B
u
t Jan

e is a g
o
o
d
 g

irl; an
d
 sh

e say
s sh

e w
ill b

e k
in

d
 to

 th
e d

o
ll, an

d
 tak

e g
o
o
d
 

care o
f it. 

 
S

o
 Jan

e’s au
n
t g

o
t th

e d
o
ll, an

d
 th

e h
o
o
p
 to

o
; an

d
 Jan

e to
o
k
 th

em
 h

o
m

e w
ith

 h
er. 

 

（
ジ
ェ
ー
ン
は
お
ば
と
、
お
も
ち
ゃ
を
買
い
に
、
玩
具
店
へ
出
か
け
ま
し
た
。
店
に

は
玩
具
が
あ
り
ま
す
か
。 

 
 
 

ジ
ェ
ー
ン
は
人
形
を
買
っ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
彼
女
が
言
う
に
は
ア

ン
は
人
形
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ー
ン
が
棚
の
人
形
を
指
差
し
て
い
る
の
が
わ
か

り
ま
す
か
。 

 
 
 

ジ
ェ
ー
ン
は
人
形
遊
び
を
す
る
に
は
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
い
な
い
で
す
か
。
ジ
ェ

ー
ン
は
、
人
形
と
輪
と
ど
ち
ら
が
好
き
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

ジ
ェ
ー
ン
は
ど
ち
ら
も
好
き
だ
と
い
い
ま
し
た
。
ジ
ェ
ー
ン
は
買
え
る
す
べ
て
の

お
も
ち
ゃ
が
ほ
し
い
の
で
す
。 

 
 
 

で
も
、
ジ
ェ
ー
ン
は
良
い
子
な
の
で
、
人
形
に
や
さ
し
く
し
て
世
話
も
す
る
と
い

い
ま
し
た
。 

 
 
 

だ
か
ら
、
ジ
ェ
ー
ン
の
お
ば
は
、
人
形
と
輪
も
買
い
ま
し
た
。
ジ
ェ
ー
ン
は
家
に
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持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
） 

 
挿
図
で
は
、
男
性
店
員
が
右
手
で
人
形
を
持
ち
、
二
人
に
勧
め
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
し

て
い
る
。
店
に
は
ト
ル
ソ
ー
の
よ
う
な
上
半
身
の
み
の
人
形
、
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
面
、
ラ

ッ
パ
、
太
鼓
、
木
馬
そ
し
て
、
文
章
中
に
も
登
場
す
る
輪
が
左
端
の
壁
の
目
立
つ
位
置
に

単
独
で
掛
か
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
ー
ン
と
思
し
き
女
児
は
店
員
の
掲
げ
る
人
形
を
指
差
し
て

い
る
【
図
４
】
。
お
お
む
ね
（
玩
具
店
）
の
シ
ー
ン
を
再
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。 

 

文
章
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ー
ン
は
人
形
も
輪
も
好
む
が
、
人
形
の
世
話
を
約
束
す
る
こ

と
で
、
両
方
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
展
開
を
み
せ
る
。
女
児
が
輪
を
好
む
こ
と
は
否
定
さ

れ
な
い
が
、
ケ
ア
役
割
を
引
き
受
け
た
上
で
の
交
換
条
件
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

次
に
『
小
学
読
本
』
初
版
の
（
玩
具
店
）
を
確
認
す
る
。 

  
 
 

母
が
小
児
を
携
へ
て
、
人
形
を
買
ふ
為
に
、
小
間
物
屋
に
い
き
た
り
、
○
汝
は
此

店
に
多
く
の
小
間
物
の
あ
る
を
、
見
た
り
や
、
○
母
が
、
小
児
に
向
ふ
て
、
何
れ
の

人
形
を
、
求
む
る
や
と
問
ふ
に
、
小
児
は
自
ら
好
む
人
形
を
、
指
し
示
せ
り
、
○
此

小
児
は
人
形
ば
か
り
弄
び
て
、
飽
く
と
き
は
、
輪
を
弄
ぶ
こ
と
を
好
む
べ
し
、
○
其

外
、
店
に
列
ね
た
る
品
は
、
皆
小
児
の
好
む
も
の
な
れ
ど
も
、
此
小
児
は
、
よ
き
娘

な
れ
ば
只
人
形
の
み
を
愛
し
、
能
く
心
を
用
ゐ
て
、
傷
む
る
こ
と
な
し
、 

  

挿
図
で
は
、
（
女
児
と
人
形
）
同
様
、
登
場
人
物
を
着
物
姿
の
日
本
人
に
置
き
換
え
て

い
る
。
特
に
女
児
に
関
し
て
は
、
頭
髪
が
芥
子
坊
主
と
な
っ
て
お
り
、
前
近
代
的
雰
囲
気

を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。一
方
で
カ
ウ
ン
タ
ー
の
店
員
や
イ
ン
テ
リ
ア
は
西
洋
的
で
あ
り
、

未
だ
途
上
に
あ
る
欧
化
政
策
を
思
わ
せ
る
【
図
５
】
。
だ
が
、
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
の

は
商
品
と
し
て
の
輪
の
扱
い
で
あ
る
。
人
物
同
様
、
面
や
太
鼓
は
日
本
風
に
改
め
ら
れ
て

い
る
の
は
予
想
で
き
る
こ
と
だ
と
し
て
も
、
文
章
中
で
人
形
の
対
比
と
し
て
言
及
の
あ
っ

た
輪
は
、
相
対
化
さ
れ
て
左
端
の
奥
ま
っ
た
場
所
に
収
ま
っ
て
い
る
。 

 

輪
の
相
対
化
は
、
人
形
の
特
別
視
と
同
時
進
行
で
翻
訳
で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
輪
は

も
は
や
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
は
な
く
、
「
何
れ
の
人
形
を
、
求
む
る
や
」
と
い
う
母
（
お

ば
は
母
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
）
の
セ
リ
フ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
初
め
か
ら
人
形
を
購
入

す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
輪
は
遊
び
に
飽
き
た
場
合
の
第
二
選
択
と
い
う
位
置

づ
け
で
あ
る
。 

ま
た
、
「
此
小
児
は
、
よ
き
娘
な
れ
ば
只
人
形
の
み
を
愛
し
、
能
く
心
を
用
ゐ
て
、
傷

む
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
解
説
か
ら
は
、
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン･

リ
ー
ダ
ー
』
に
お
け
る
元
の
文

章
が
、
ケ
ア
役
割
を
女
児
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
輪
を
獲
得
す
る
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
小
学
読
本
』
初
版
で
は
、
ケ
ア
役
割
の
受
容
場
面
が
排
除

さ
れ
、
「
良
き
娘
」
と
は
無
条
件
に
人
形
を
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
理
が
展

開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

改
訂
版
で
は
、
次
の
よ
う
に
さ
ら
な
る
改
編
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

 
 
 

母
は
、
小
児
に
、
向
ひ
て
、
何
れ
の
、
人
形
を
、
求
め
ん
と
す
る
や
と
、
問
ふ
に
、

小
児
は
好
む
と
こ
ろ
を
、
指
し
示
せ
る
な
り
、
○
此
小
児
は
、
人
形
の
み
を
、
弄
び

て
、
倦
め
る
と
き
に
は
、
何
事
を
な
す
や
、
○
毬
を
弄
ふ
こ
と
を
、
好
む
な
る
べ
し
、

○
此
店
に
、
列
ね
た
る
品
は
、
皆
小
児
の
、
好
む
も
の
な
れ
ど
も
、
此
小
児
は
、
静

な
る
娘
ゆ
ゑ
に
、
人
形
を
、
愛
し
て
、
能
く
心
を
用
ゐ
、
こ
れ
を
損
ひ
毀
る
こ
と
な
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し
、 

 
 
 
 

輪
は
完
全
に
削
除
さ
れ
、
代
替
と
し
て
「
毬
」
が
提
示
さ
れ
る
。
毬
は
基
本
的
に
女
児

の
玩
具
で
あ
り
、
以
降
の
教
科
書
に
お
い
て
も
女
児
に
属
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
継
続

的
に
採
用
さ
れ
て
い
く

（
９
）

。
ま
た
、
初
版
で
は
「
良
き
娘
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
箇
所
が
、

「
静
か
な
る
、
娘
」
へ
と
改
編
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
「
ゆ
ゑ
」
に
人
形
を
愛
し
て
大
切
に

扱
う
と
な
っ
て
い
る
。 

 

挿
図
で
は
、
店
は
完
全
に
日
本
風
の
家
屋
に
変
化
し
、
店
員
は
女
性
に
描
き
か
え
ら
れ

て
い
る
。
輪
は
描
か
れ
な
い
ば
か
り
か
、
実
は
毬
も
な
い
。
女
性
的
な
空
間
の
な
か
で
女

性
と
人
形
と
の
関
係
性
が
い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。女
児
の
遊
び
と
し
て
、

輪
廻
し
を
排
除
し
、
人
形
が
推
奨
さ
れ
た
根
拠
は
、
お
そ
ら
く
輪
廻
し
が
激
し
い
疾
走
を

伴
う
遊
戯
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
静
な
る
、
娘
ゆ
ゑ
に
、
人
形
を
、
愛
」
す
る
と
い

う
論
理
は
、
女
児
の
活
動
を
静
的
な
も
の
に
制
限
し
て
い
く
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
そ

の
一
端
と
し
て
人
形
モ
テ
ィ
ー
フ
が
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

４ 

（
女
児
と
男
児
）
に
お
け
る
翻
訳
と
改
編 

 

最
後
に
、
（
女
児
と
男
児
）
に
お
け
る
人
形
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
元

と
な
る
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン･

リ
ー
ダ
ー
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

T
h
e g

irl h
as a d

o
ll. D

o
 y

o
u
 se it? D

o
 y

o
u
 see h

er lift it u
p
? Is it a n

ice d
o
ll? 

A
n
n
, w

o
u
ld

 y
o
u
 lik

e a d
o
ll? O

 y
es, I w

o
u
ld

 lik
e o

n
e v

ery
 m

u
ch

? W
ill y

o
u
 g

et 

o
n
e fo

r m
e? 

H
s th

e b
o
y
 a d

o
ll to

o
? N

o
; th

e b
o
y
 h

as a w
h
ip

. C
an

 n
o
t y

o
u
 tell a w

h
ip

 fo
rm

 a 

d
o
ll? D

o
 y

o
u
 th

in
k
 th

e b
o
y
 w

an
ts a d

o
ll to

 p
lay

 w
ith

? 

（
中
略
） 

Y
o
u
 m

u
st tak

e care o
f th

e d
o
ll, an

d
 g

o
o
d
 care o

f h
er clo

th
es. 

C
an

 y
o
u
 m

ak
e a h

o
o
d
 o

r a b
o
n
n
et fo

r h
er, an

d
 little sh

o
es fo

r h
er feet? 

D
o
 y

o
u
 th

in
k
 sh

e n
eed

s th
em

 to
 k

eep
 h

er w
arm

? C
an

 y
o
u
 tell m

e w
h
y
 a d

o
ll can

 

n
o
t b

e co
ld

? 

（
女
の
子
が
人
形
を
持
っ
て
い
ま
す
。
わ
か
り
ま
す
か
。
女
の
子
が
持
ち
上
げ
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
か
。
そ
れ
は
良
い
人
形
で
す
か
。 

ア
ン
は
人
形
が
好
き
で
す
か
。
は
い
、
好
き
で
す
。
人
形
は
好
き
で
す
か
。
一
体

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。 

男
の
子
も
人
形
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。い
い
え
、男
の
子
は
鞭
を
持
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
鞭
と
人
形
を
見
分
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
男
の
子
は
人
形
遊
び
を
す
る
の
に

人
形
を
欲
し
が
る
と
思
い
ま
す
か
。 

（
中
略
） 

あ
な
た
は
人
形
を
世
話
し
て
衣
服
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

フ
ー
ド
や
ボ
ン
ネ
ッ
ト
、
人
形
に
合
う
小
さ
い
靴
を
作
れ
ま
す
か
。 

人
形
が
暖
か
く
す
ご
せ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。
ど
う
し

て
人
形
が
風
邪
を
引
か
な
い
か
わ
か
り
ま
す
か
。
） 

 
 

挿
図
に
お
い
て
は
、
前
傾
に
人
形
を
持
っ
た
女
児
が
、
後
景
で
は
大
変
わ
か
り
づ
ら
い

の
だ
が
、
右
手
で
棒
の
よ
う
な
鞭
を
持
っ
た
男
児
が
い
る
。
背
景
に
は
何
も
描
か
れ
て
い
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な
い
【
図
７
】
。 

 
文
章
の
中
核
と
な
る
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
相
違
で
あ
る
。
問
答
形
式
を
採
用
し
、「
男

の
子
も
人
形
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
い
い
え
、
男
の
子
は
鞭
を
持
っ
て
い
ま
す
。
」
「
男

の
子
は
人
形
遊
び
を
す
る
の
に
人
形
を
欲
し
が
る
と
思
い
ま
す
か
。
」
と
問
い
か
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
に
「
正
し
い
」
答
え
を
自
ら
選
ば
せ
る
と
い
う

仕
掛
け
が
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
項
目
の
最
後
に
は
、
人
形
の
衣
服
を
整
え
る
、

フ
ー
ド
や
ボ
ン
ネ
ッ
ト
、小
さ
い
靴
を
作
る
な
ど
の
ケ
ア
役
割
を
示
す
の
み
に
留
ま
ら
ず
、

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
「
人
形
が
暖
か
く
す
ご
せ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
か
。
ど
う
し
て
人
形
が
風
邪
を
引
か
な
い
か
わ
か
り
ま
す
か
。
」
と
考

え
さ
せ
、正
し
い
科
学
的
な
知
識
に
基
づ
く
ケ
ア
役
割
の
遂
行
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

一
方
、
『
小
学
読
本
』
初
版
で
は
、
次
の
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。 

 

此
女
児
は
、
人
形
を
持
て
り
、
汝
は
、
人
形
を
見
し
や
、
○
此
人
形
は
、
愛
ら
し
き

人
形
な
り
、
○
汝
は
、
人
形
を
好
む
や
、
○
然
り
、
我
は
甚
だ
、
こ
れ
を
好
め
り
、

○
此
男
児
も
、
人
形
を
持
て
る
や
、
○
否
、
男
児
は
、
人
形
を
持
た
ず
し
て
、
鞭
を

持
て
り
、
○
人
形
も
、
亦
衣
裳
を
着
て
、
靴
を
は
き
た
り
、 

  

す
で
に
分
析
し
た
と
お
り
、
こ
こ
で
も
「
良
い
人
形
」
は
「
愛
ら
し
き
人
形
」
に
翻
訳

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
男
児
は
鞭
と
い
う
攻
撃
的
な
道
具
を
与
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
的
な
カ

ウ
ボ
ー
イ
文
化
の
名
残
を
思
わ
せ
る

（
１
０
）

。
特
徴
的
な
の
は
、
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン･

リ
ー
ダ
ー
』
に

お
い
て
力
が
置
か
れ
て
い
た
ケ
ア
役
割
の
重
要
性
が
、
翻
訳
で
は
ま
た
も
省
略
さ
れ
て
、

人
形
が
衣
服
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
簡
単
な
描
写
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。 

挿
図
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
箇
所
の
よ
う
な
日
本
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ

へ
の
変
更
に
留
ま
ら
な
い
改
編
が
な
さ
れ
て
い
る
【
図
８
】
。
西
洋
風
の
室
内
で
人
形
を

抱
い
た
女
児
が
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。
男
児
は
杖
に
も
見
ま
が
う
棒
を
持
っ
て
立
っ
て
い

る
。
女
児
は
芥
子
坊
主
に
和
服
を
着
て
い
る
が
、
男
児
は
帽
子
の
よ
う
な
被
り
物
に
背
広

を
着
て
い
る
。
右
手
前
に
は
カ
ー
テ
ン
が
確
認
で
き
、
室
内
を
の
ぞ
き
見
る
よ
う
な
し
か

け
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
全
体
的
に
和
洋
折
衷
的
な
空
間
で
あ
る
。 

 

次
に
改
訂
版
を
見
て
み
よ
う
。 

 

此
女
児
は
、
人
形
を
持
て
り
○
汝
も
、
人
形
を
好
む
か
○
我
も
甚
こ
れ
を
好
め
り
、

○
此
の
男
児
は
、
人
形
を
持
た
ず
し
て
、
鞭
を
持
て
り
、
男
児
の
遊
び
は
、
女
児
と

異
な
れ
ば
な
り 

  

最
後
の
一
文
が
削
除
さ
れ
た
代
わ
り
に
、「
男
児
の
遊
び
は
、
女
児
と
異
な
れ
ば
な
り
」

と
い
う
強
い
表
現
で
も
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
差
異
を
決
定
付
け
て
い
る
。 

 

挿
図
で
は
、
基
本
的
な
空
間
表
現
は
変
わ
ら
な
い
が
、
髪
を
伸
ば
し
た
女
児
が
洋
服
を

着
用
し
て
お
り
、
男
児
の
被
り
物
は
帽
子
ら
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
和
洋
折
衷
的
な
空
間

は
西
洋
的
空
間
へ
と
描
き
改
め
ら
れ
、
初
版
と
の
わ
ず
か
一
年
の
間
に
欧
化
政
策
の
推
進

状
況
が
見
て
取
れ
る
【
図
９
】
。 

 

以
上
、
人
形
モ
テ
ィ
ー
フ
が
登
場
す
る
三
つ
の
項
目
を
分
析
し
て
き
た
。
『
ウ
ィ
ル
ソ

ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
に
お
い
て
は
、
女
児
と
人
形
の
関
係
性
が
強
調
さ
れ
、
人
形
を
使
用
し

た
ケ
ア
役
割
教
育
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
翻
訳
し
た
『
小
学
読
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本
』
初
版
で
は
、
全
体
的
と
し
て
和
洋
折
衷
的
空
間
表
現
の
中
に
女
児
と
人
形
の
関
係
性

を
表
現
し
て
い
る
。
改
訂
版
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
層
女
児
と
人
形
の
結
び
つ
き
が
強
化

さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、女
児
の
行
動
に
制
限
を
加
え
る
記
述
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
で
も
、

間
接
的
に
女
児
の
属
性
と
し
て
の
人
形
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

他
方
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン･

リ
ー
ダ
ー
』
に
お
い
て
は
、
人
形
に
関
す
る
文
章
に
ケ
ア
役
割
が

セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
小
学
読
本
』
で
は
そ
れ
ら
は
無
視
さ
れ
、
省

か
れ
て
い
た
。
ケ
ア
役
割
は
近
代
国
民
国
家
に
お
け
る
女
性
の
国
民
化
、
つ
ま
り
良
妻
賢

母
主
義
に
連
な
る
必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
。
ケ
ア
役
割
を
は
じ
め
と
し
た
良
妻
賢
母

主
義
よ
り
も
、
ま
ず
女
児
の
属
性
と
し
て
の
人
形
を
提
示
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

  

お
わ
り
に 

 

『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
の
中
の
「A

 C
H

IL
D

’S
 M

O
R

N
IN

G
 P

R
E

A
Y

E
R

」
と

題
さ
れ
た
項
目
の
挿
絵
で
は
、
子
ど
も
に
神
へ
の
感
謝
を
教
え
る
母
と
そ
の
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
『
小
学
読
本
』
の
挿
絵
は
、
神
棚
を
指
し
示
す
成
人

男
性
と
手
を
合
わ
せ
て
祈
る
子
ど
も
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
家
庭
に
お
け
る
教
育
主

体
と
し
て
の
母
が
描
か
れ
る
こ
と
は
、
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン･

リ
ー
ダ
ー
』
で
は
必
然
性
が
あ
っ

た
が
、
明
治
初
期
の
日
本
に
お
い
て
は
、
い
と
も
あ
っ
さ
り
と
男
性
に
描
き
換
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。 

そ
れ
は
『
小
学
読
本
』
に
か
か
わ
っ
た
男
性
知
識
人
た
ち
が
表
象
に
注
意
を
払
わ
な
か

っ
た
た
め
で
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
ら
は
表
象
の
重
要
性
を
十
二
分
に
理
解
し
て
い
た
。『
小

学
読
本
』
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
』
と
は
無
関
係
の
「
世

界
の
五
人
種
」
（
亜
細
亜
人
種
、
欧
羅
巴
人
種
、
メ
レ
イ
人
種
、
亜
米
利
加
人
種
）
を
表

わ
し
た
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
地
理
教
科
書

の
図
版
に
あ
る
が
、
元
に
な
っ
た
図
で
は
ア
ジ
ア
人
種
の
代
表
と
し
て
辮
髪
の
中
国
人
男

性
だ
っ
た
も
の
が
、『
小
学
読
本
』
で
は
散
切
り
頭
の
日
本
人
男
性
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

府
川
源
一
郎
氏
は
、
列
強
諸
国
に
追
い
つ
き
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
筆
頭
「
文
明
国
」
と
し

て
自
ら
を
位
置
づ
け
る
明
治
政
府
の
欲
望
が
示
さ
れ
て
お
り
、
明
治
の
教
育
制
度
は
、
国

家
規
模
で
そ
れ
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
大
き
な
装
置
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
喝
破

し
て
い
る

（
１
１
）

。 

 

『
小
学
読
本
』
を
分
析
し
た
結
果
、
女
児
の
属
性
と
し
て
の
人
形
、
つ
ま
り
人
形
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
が
推
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
一
方
で
、
ケ
ア
役
割
を
中
心
と

し
た
良
妻
賢
母
主
義
へ
の
関
心
は
、
ま
だ
途
上
に
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
学
制
は
そ
の

根
本
的
理
念
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
一
般
ノ
女
子
男
子
ト
均
シ
ク
教
育
ヲ
被
ラ
シ
ム
ヘ
キ

事
」
、
す
な
わ
ち
教
育
機
会
の
男
女
平
等
を
掲
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
六
年
に
お
け

る
男
女
別
就
学
率
が
、
男
児
三
九
．
九
％
、
女
児
一
五
．
一
％
で
あ
っ
た
。
男
児
に
も
増

し
て
女
児
の
就
学
率
が
低
い
現
実
を
見
て
も
、
そ
の
理
想
が
い
か
に
達
成
し
が
た
か
っ
た

か
が
想
像
さ
れ
る

（
１
２
）

。
そ
れ
に
加
え
、
近
代
国
民
国
家
へ
の
統
合
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

れ
、
『
小
学
読
本
』
が
、
女
児
に
対
し
い
か
な
る
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
も
示
し
え
な
か
っ
た

点
に
お
い
て
も
、
そ
の
企
て
は
未
完
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

し
か
し
、
歴
史
的
に
は
、
近
代
国
民
国
家
の
基
盤
を
な
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
は
確
実
に

社
会
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
本
論
文
で
取
り
上
げ
た
明
治
期
初
期
の
教
科
書
に
表
わ
さ
れ
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た
人
形
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
は
、
強
力
な
伝
播
手
段
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
教
化
し
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

皮
肉
な
こ
と
に
、
女
児
の
就
学
率
が
圧
倒
的
に
低
い
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
実
際

に
は
男
児
に
向
け
て
、
人
形
と
女
児
の
分
か
ち
が
た
い
結
び
つ
き
を
喧
伝
し
た
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
成
長
し
、
家
長
と
し
て
近
代
家
族
を
形
成
し
た
で
あ
ろ
う

明
治
後
期
、
そ
れ
は
近
代
国
民
国
家
と
し
て
の
本
格
的
な
良
妻
賢
母
主
義
の
到
来
で
も
あ

っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。 

   

注 

（
1
）
詳
し
く
は
、
府
川
源
一
郎
『
明
治
初
等
国
語
教
科
書
と
子
ど
も
読
み
物
に
関
す
る

研
究 

リ
テ
ラ
シ
ー
形
成
メ
デ
ィ
ア
の
教
育
文
化
史
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
四

年
、
二
五
三
～
三
二
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
2
）
山
崎
明
子
氏
は
、
「
国
定
期
」
つ
ま
り
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
始
ま
っ
た

国
定
教
科
書
制
度
に
お
い
て
発
行
さ
れ
た
図
画
教
科
書
に
関
す
る
考
察
を
し
て
い

る
。
山
崎
氏
は
、
女
子
に
は
手
芸
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
推
奨
さ
れ
る
一
方
、
男
子

に
は
砲
弾
や
馬
標
な
ど
の
軍
事
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
分
析
し

て
い
る
（
『
科
学
研
究
費
研
究
報
告
書 

美
術
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』20

1
0

―2
0
1
2

年
度
基
盤
研
究(

Ｃ)

「
近
代
の
視
覚
空
間
―
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
政
治

学
二
〇
一
三
年
三
月
）
。 

（
3
）
増
淵
宗
一
『
禁
断
の
百
年
王
国
―
少
女
人
形
論
』
講
談
社
、
一
九
九
五
年
。
ま
た

増
淵
氏
は
、
『
小
学
読
本
』
の
挿
絵
に
お
け
る
人
形
と
女
児
に
関
す
る
分
析
を
行

な
い
、
近
代
に
お
い
て
は
じ
め
て
人
形
が
女
児
に
属
す
る
も
の
に
な
っ
た
過
程
を

考
察
し
て
い
る
。
本
論
文
は
『
小
学
読
本
』
を
さ
ら
に
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ

ー
』
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
検
討
を
行
な
い
た
い
。 

（
4
）
本
項
目
は
、
文
部
省
編
『
学
制
百
年
史
』
帝
国
地
方
行
政
学
会
、
一
九
八
一
年
、

一
一
三
～
二
〇
四
頁
を
参
照
し
た
。 

（
5
）
仲
新
・
海
後
宗
臣
『
近
代
日
本
教
科
書
総
説 

解
説
編
』
講
談
社
、
一
九
六
九
年
、

一
五
三
頁
。 

（
6
）
ド
ゥ
ト
カ
・
マ
ウ
ゴ
ジ
ャ
ー
タ
「
明
治
初
期
の
教
科
書
―
―
田
中
義
廉
『
小
学
読

本
』
とW

illso
n
 R

ead
er

―
―
」
『
日
本
学
報
』
大
阪
大
学
日
本
学
研
究
室
、
一
九

九
六
年
。 

（
7
）
小
川
清
実
『
子
ど
も
に
伝
え
た
い
伝
承
あ
そ
び
』
萌
文
書
林
、
二
〇
〇
一
年
、
一

八
七
～
一
八
八
頁
。 

（
8
）
増
淵
前
掲
書
、
二
四
～
二
八
頁
。 

（
9
）
山
崎
前
掲
書
、
一
三
～
二
七
頁
。 

（
10
）
吉
良
智
子
「
「
あ
る
べ
き
」
女
児
用
人
形
と
は
何
か
―
―
「
妊
娠
」
し
た
女
児
用

人
形
を
め
ぐ
っ
て
」
山
崎
明
子
・
藤
木
直
実
『
〈
妊
婦
〉
ア
ー
ト
論 

孕
む
身
体

を
奪
取
す
る
』
青
弓
社
、
二
〇
一
八
年
。 

（
11
）
府
川
前
掲
書
、
二
七
四
～
二
九
四
頁
。 

（
12
）
文
部
省
編
前
掲
書
、
一
九
五
頁
。 

 

〔
図
版
出
典
〕 
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【
図
１
】 
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II. N
ew
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arp
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B
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0
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【
図
２
】
（
女
児
と
人
形
）
『
小
学
読
本
』
巻
一
、
第
四
回
、
初
版 

明
治
六
年 

【
図
３
】
（
女
児
と
人
形
）
『
小
学
読
本
』
巻
一
、
第
四
回
、
改
訂
版
、
明
治
七
年 

【
図
４
】 

 
M

arciu
s W

illso
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n
 X

III. N
ew

 Y
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. H
arp
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B
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th
ers. 1

8
6
0
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【
図
５
】
（
玩
具
店
）
『
小
学
読
本
』
巻
一
、
第
四
回
、
初
版 

明
治
六
年 

【
図
６
】
（
玩
具
店
）
『
小
学
読
本
』
巻
一
、
第
四
回
、
改
訂
版
、
明
治
七
年 

【
図
７
】 

M
arciu

s W
illso

n
; T

h
e R

ea
d
ers o
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e S

ch
o
o
l a
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 F
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W
illso
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er. P

a
rt I, L
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n
 I. N

ew
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o
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arp

er &
 

B
ro

th
ers. 1

8
6
0
. 

【
図
８
】(

女
児
と
男
児)

 

『
小
学
読
本
』
巻
二
、
第
一
回
、
初
版 

明
治
六
年 

【
図
９
】(

女
児
と
男
児) 

『
小
学
読
本
』
巻
二
、
第
一
回
、
改
訂
版 
明
治
七
年 

   
 

〔
附
記
〕
本
研
究
はJS

P
S

科
研
費1

7
J4

0
2
1
6

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
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